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戦前から近年までの文献にみる植物由来色名とその認識の推移に
関する考察
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This study examines the relationship between people and plants，and the meaning and backgrounds of color 
names derived from plants. The study analyzed the processes of these color names，and how the processes reflected 
the relationship between people and plants. 
J apanese color names derived from plants are composed of color names derived from plant dye，color names de-
rived from the appearances of plants and color names derived from plants originating in Europe. Color names de-
rived from pl制1tdye exhibit a declining trend. The process of color names derived from the appearances of plants 
suggests a decrease of the plants at hand and decline of interest in plants. The process of color names derived from 
plants originating in Europe suggests neglecting plants. 
はじめに
古来，色名は色の表示とコミュニケーションの手段として
用いられており[5J，紫色，紅色といった染料植物に由来
する色名や桃色，茅色といづた植物様態に由来する色名も用
いられてきた.そして，日本にはこのような植物由来の色名
(以下，植物由来住名と称す)が多くあることが，多くの文
献で指摘されている [5，25，28，29，3J. しかし，カ
ラ}テレビ等の色彩映像，色彩写真，色彩印刷など色彩伝達
媒体が発達し，視覚的に直接色を伝達し得るようになってか
ら，色彩伝達は色名などのことばによらなくてもできるよう
になってきた [9J.また，近年，新しい商品にはカタカナ
表記の住名が付けられていることが多い [25J.これらのこ
とから，古く伝えられている上述したような植物由来の色名
が衰退していることが示峻される.こうした背景には，上述
したような色を取り巻く環境の変化とともに色名の由来と
なった植物を取り巻く環境の変化もあると考えられる.たと
えば，ムラサキ (Lithospermumofficinale sp. erythrorhizon) 
は絶滅危慎 IB類に指定されており [lJ，絶滅の危機に瀕
している.また，日本における紅花の伝統的染法では，発色
の際，烏梅が用いられていたが，この烏梅を伝えているのは
現在楽良県の月ヶ瀬村に住む中間喜祥氏(国選定文化財保存
技術保持者)一人のみである [46J.このように染料となる
植物の衰退や，染色技術の衰退によってこれらの染め色を見
る機会は確実に減少している.一方で，京都府宮津市上世屋
を対象として茅葺き集落の変濯を調べた研究 [31Jでは，
根茸き材のササの質・最の低減，康根の維持管理作業をする
労働力不足などが要因となり，茅葺き民家が減少しているこ
とが指摘されている.これらの例のように，色名の由来と
なっている植物やこれを支える技術といった植物との関わり
においては衰退の傾向がみられ，このことが植物由来色名の
表退に反映されていることが推察される.
われわれは，物理的刺激としては完全連続体とみなされる
住空間をいくつかの不連続な色範騰に分類しており，この色
として色名を用いている [27J.色範障の分
類の仕方や範時化するための色名は，それぞれの文化や言語
によって異なることから [27J，これまでに多くの研究がな
されてきた[2，17，18J. しかし，植物由来の色名に焦点
をあてた研究は，これまであまりなされていない.そこで，
本研究では日本でみられる多様な植物との関わりについて検
討することを目的とし，植物由来の色名について，その意味
や成立背景に基づいて把握し，そして戦前から近年における
これらの色名の推移を調査し，植物との関わりが色名の推移
にどう反映されているのかを分析した. 
1. 色名の鰭源にみる植物との関わり
冒頭に述べたように，植物由来の色名に焦点をあてた研究
はこれまであまりなされていないことから，本節では植物と
の関わりという観点で色名の成立背景を辿ることで，植物由
来色名について把握をした.
人がある意思のもとで着色をするようになったのは，呪術
的な目的で身体を強色したことが契機とされる [10J. r貌志
28 食と緑の科学第61号
倭人伝jに「朱丹を以ってその身を塗るjとあることから，
日本でも身体への着色がおこなわれていたことがわかる.日
本古代の色彩は，正倉院宝物や，法隆寺献納宝物などに数多
く残されており，また，色名は， r 日古事記.] (712)，r
紀.] (720)，r 律令Jに記載されている [19J.万葉集.]， r 日
本で最も古い色名の記録は， r にある“白日ヘ古事記.] (712)
“黒御髪"で [20J，これらは「明一階」という光の感覚を
表わした言葉とされる [32J.つまり，あらゆる事物の色を
「明…暗」のニ群で捉えていたと考えられる.
弥生時代末期頃には，中国より胡服が伝えられ，これに原
始衣の様式が組み込まれたとされる [12J.衣には，植物や
鉱物を摺り付けて文様が描かれており [12J，装飾目的で彩
色されたと考えられる.一方で， r古事記J(712)にある
摺の衣"とされるヤマアイの摺衣は，神事に用いられている
ことから [20J，彩色は呪術性を内在していたと考えられる.
そして，摺染による色が増えると，“杜若¥摺染に用いた植物に由来する色名が成立し，上述した「明一
階Jのニ群よりさらに細かい色が識別されたことが示唆され
る.
さらに衣への着色は展開し，植物の色素を抽出して染める
浸染がおこなわれるようになった.“紫ぺ“蘇芳"などは浸
染に利用された染料植物の名称である.これらの染料植物の
多くは薬用植物でもあり，中悶から本草学とともに没染が伝
えられたという説もある [39J.一方で，浸染によって植物
の様態を目標とした染め色が成立した.“葡萄"は，エピヅ
ルの果実の色を目標としてムラサキで染めたとされる [20J.
染料とする植物が増えたことや植物の薬効が把握されたこと
から，しだいに染め色は呪術性を失い，装飾や実用目的で用
いられるようになったと考えられる.
そして，染料植物による染め色のいくつかは位飽制度に用
いられた.位色制度は，位階に応じて服色を定めたもので，
色は役職や地位を示す標識であり，色名はそれを言葉で表し
たものといえる.この制度は，冠位十二階 (603)にはじま 
に至るまで繰り返し改訂された.位J(757)養老律令rり，
色が示す身分は，元来五行思想に則ったものであり [47J，
その改訂は，既存の色の改変，濃淡による細分化，さらには
これらの併用によってなされた.しかし，たびたびの改訂に
もかかわらず，紫色は常に上位に当てられ，高貴な色とされ
た.これは，紫色の染料植物はムラサキだけであり，栽培す
るのはきわめて難しく [48J，なかでも野生の「山根Jは，
品質優良で珍重された [36Jことによると考えられる.つま
り，身分を示す色には，その染料となる植物の価値が関係し
たと考えられる.
やがて， r 以下の服養老律令J(757)の衣服令では，当色1)
色ならば併用してよいとされ，位位制度は緩和された.規定
外の植物染料の使用や，当色以上の服飽着用の放任，
どにも，位色制度の緩和が見受けられる.禁色
のなかで，紅染は“退紅"(紅花小 8両(約120g)
を染めた色)以下の染め色とされていたが，延喜四年 (918)
以降，より濃い染め色である“ー斤染"(紅花ー斤(約 600g)
で布一疋を染めた色)カ吋累準とされた.この色は
も呼ばれ，この名からは禁色遵守の意図と規定緩和の実態と
が示峻される.
律令制の後退にともない儀式治宝小規模になると，礼服にか
わって朝服が用いられるようになった.女子の朝服は，しだ
いに寛開化して量感豊かになり，衣の重なりは装飾性を帯び
るようになったとされる [38J.衣の色の重なりを一つの体
系とみなし，この視覚的感覚を自然現象や染め色に関連させ
たものとして重ねの色目がある [27J.重ねの色目の衣には，
四季通じて着用されたものと，着用時期が限定されたものと
があり，前者は66種，後者は130種あると考えられている 
[24J.四季通用の重ねの色目には，“松(重)"，“木賊"な
どの季節による変化に乏しい楠物や，“紫"，“葡萄"などの
染め色の名称、がつけられている.一方，着用時期が限定され
た重ねの色目には，ある時期特有の様態変化を示す植物の名
称がつけられている.後代の有職故実に関する文献に記され
た着用時期は，主に春夏秋冬単位であるが，重ねの色日に着
用者の教義が問われたことから，当時は周りの自然の変化を
鋭敏に捉えたより細かい単位であったと考えられる.衣の震
なりという震層的構成による配色効果は，植物様態，および
その変化を投影するのに適っており，重ねの色目は，自然を
洞察した結果の表示や，季節感を共有するための手段として
用いられたと考えられる.やがて，鎌倉時代になると，重ね
の色目の題材は繊・染・縫・箔により文様で表されるように
なった [24J.このような具象化により，自然事象を配色に
投影するという抽象的表現は，しだいにおこなわれなくなっ
たものと考えられる.
公家文化を手本としながら，武家は武技を職能とした生活
に漉った服装を確立したとされる [42J.戦時の服装には，
機能性とともに装飾性が求められ，なかでも陣羽織にその特
徴をみることができる.それらには，南蛮貿易によりもたら
された動物性染料コチニ…ルで染めた羅紗が多く用いられて
おり [49J，その色には“狸々緋"という名称がつけられた 
[23J.多くの文献でこの色名は， t想像上の動物，狸々の血
による染め色Jと説明されており，外来の新しい色に対する
当時の人々の驚嘆が推察される. 15， 6世紀における外来
染織品は，単に珍奇な希少価値をもったものとして受け入れ
られただけではなく，その織技や意匠が桃山・江戸時代の染
織の発展に大きな影響を与えたとされる [13J.
した位色制度に関わる織部司など，国家的な規模で管
理された染色の表退にともない，民間による鹿が発達し，こ
のなかには藍染をおこなう紺屋も合まれた [47J.戦国武将
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の命による，駿の絞り染め「辻が花jや，醸の濃淡で繊細な
御所解文様を表した「茶臆染Jからは，染色技術の発達がみ
られる.一方で，渡来の綿が栽培可能となり，西日本を中心
に拡大すると，衣料における麻から木綿への転換がおこった 
[35J.これにともない，木綿に染まりやすい藍が庶民の聞
にも普及したとされる [1J.藍染は，布を丈夫にし，汚れ
を目立たなくし，また洗うほどにその色は美しく冴え，これ
を着用すると，虫除けや，蛭につかれない，蝶に岐まれない
[26，43Jなど，さまざまな効用があることから，野良着，
として愛用された.主な城下町にはたくさんの紺康が
あり，農家は糸の藍染を紺屋に依頼し，染め上がった糸で紺
木綿の布を織るのが普通で、あった [26J.藍染を注文するた
めに成立したと考えられる色名には“納戸3)" のような藍染
に関係する事物や，“瓶覗"のような染法を訴す語の名称が
ある.これらの色名から，色とそれを染める行為とが融合し
て認識されていたことが示唆される.一方で，監という
の染料で染め分けた色への鑑識眼が養われていたことが示唆
される.
藍染があらゆる社会層で用いられたなか，富裕な町人は，
幕府のたび重なる者修禁止令に対して，表地は，“茶"，“鼠"
系統の地味な色合いの縞や格子，裏地は華麓な色の着物を好
んで着るようになった.当時発展した美的理念に「いき」が
あるが，“茶"，“鼠"系統の色は「いき」な色として好まれ
たとされる [16J. I四十八茶百官uという 飢え“茶"，
“鼠"にあらゆる語を冠する命名法が流行していたことや，
色の微妙な差異が識別されていたことが示唆される.このう
ち，植物由来色名は“茶"を含むものだが，なかにはたとえ
ば，“梅幸茶"や“芝翫茶"といった人気歌舞伎役者の衣装
の染め色につけられた名称 [3Jのように，茶染めとは関係
なく新奇性をねらってつけられたものもある.
江戸時代末期には，神奈川，神戸などにも貿易港が開かれ
て通商が盛んになり，オランダをはじめとする西欧諸国から
さまざまな新しい植物染料が輸入され，それらは安価で染め
やすかったため [49J，国内の染料植物栽培は影響を受けた
と考えられる.一方，ほほ時を同じくして，工場制手工業が
各地にあらわれるようになった [30J.これらのことから，
染料植物の栽培や染色の過程を目にする機会は減少したと推
察される.
西欧で合成染料が次々と発明され，明治時代中期にはこれ
らが輸入されるようになったが [37J，第一次大戦により輸
入が途絶えると，国内で生産されるようになった [4J.こ
れを受け，それまで用いられていた植物染料は合成染料へ，
そして手工業による生産は機械生産へと転換した.機械化の
進展により，さまざまな色の規格品が大量に出削った.そし
て，上述した染料植物や染色過程を目にする機会の減少に加
え，合成染料による製品が急増したことにより，色とその由
となる染料植物との関係はしだいに意識されなくなったも
のと考えられる.このことは，新たな合成染料による住に，
はじめは在来の色名で対応していたことからも推察される.
やがて，在来の色名だけでは対応できなくなり，また，西欧
化の風潮もあったことから，欧米で用いられていた色名が移
入された.移入された外国色名を参考に，カタカナ表記の色
名と和名色名とが成立された.前者には，“オリープ"のよ
うな植物の様態を示す諦と“インデイゴ"のような染料植物 
の名称とがある.後者には，“小麦¥“肉桂"など，植物の
様態を示す語がある.やがて，カタカナ表記の色名が普及す
ると，欧米文化一辺倒の風潮に対する反発として，たとえば
“オリーブ"に対する“撤栂"のように，漢字で表す動きが
みられた [3]. 
第二次大戦が終結し，国内情勢が安定すると，人々の色名
への関心は高まったとされる [41J.この背景には，人々の
心に余裕ができたこと，映岡，テレピ，雑誌などのメディア
が発達したこと，さまざまな色の商品が出回ったことなどが
考えられる.工業面での色彩管理の必要性が高まり，色彩体
系に関する海外の研究成果が参考にされると，これに付随し
て外国色名が多数移入され，やはりカタカナ表記されて用い
られた.一方で，カタカナ表記の色名が普及し，これを構成
する植物の色が，日本人の抱くイメージに合わないとみなさ
れた場合，新しい色と色名とが設定された.この例としては，
“ストロペリー"に対する“高"がある.カタカナ表記の色
名は，移入された当初，色のみを伝達する言葉として捉えら
れていたが，これらが浸透するにつれ色名の由来となった植
物が意識されるようになったことが示唆される.現在も，外
国色名は移入され，そしてカタカナ表記されて用いられ，そ
の中から新たな色と色名とが設定されている.
以上みてきた色名の語源とその関連事象についてまとめる
と，第 1表の通りである.次節では，第 1表に示した植物
由来色名の語源をもとにこれらの推移について分析し，次に
植物との関わりがこれらの推移にどう反映しているのかを考
察する.その際，以上みてきた色名のうち，江戸時代に流行
した「四十八茶百鼠」に含まれる色名には替葉遊びの相があ 
1表植物由来色名の語源と関連事象
成立時期 色名の 糠 関連 象
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位色制度
位色制度
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藍染
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るため，材腕では分析対象から除くものとする.
2. 戦前から近年までの植物由来色名とその認識の推移 
2. 1 選定した資料と資料の分析方法
植物由来色名とその認識の推移を探る資料としては，文
・日記・記録・伝承，およびこれらをもとに編纂された字
られる.本研究では，これらの資料にあ
を抽出したとされる出版物で，広く一般の人々の用いる色名
を収録しており，また，それが流布することにより人々の用
いる住名に影響を与えると考えられるものを調査対象の候補
とした(第 2表).なお，調査対象の候補資料は，いずれも
版を重ねており，広く利用されていることが認められたもの
である.これらを整理すると，次の通りとなる. 
① 	日本の常用色名が中心に収録され，色名の意味や由来
の説明がされている:資料番号 1，3，6，8，10， 
11，13，20 
② 日本の常用住名が収録され，色葉に重点がおかれ，
名の意味や由来の説明はされていない:資料番号 4， 
5，7 
① 	日本の常用色名とともに，海外(主に，英語閤・仏語
閤・中間諮問)の常用色名が収録されている:資料番
号12，14，16，19 
④ 	日本の常用色名とともに，デザイン分野で役立つよう
に，汎用性のない色名も収録されている:資料番号15， 
17 
①染料および顔料由来の色名が中心に収録されている:
資料番号 2，9，18 
これらの資料では，人々の用いる色名，および人々に必要
と想定された色名が収録されており，資料によりこれらの比
重は異なる.本研究は，人々の用いる色名から植物由来色名
の推移を探るため，調議対象には日本の常用色名が中心に採
録された資料が適当である.さらに，資料に記載された刊行
目的や色名の説明を参考に，植物由来色名に対する人々の認
識について分析をするため，上述したうち①に該当する資料
が調査対象として適当であると考えられる.
これらの資料は，最も古く刊行されたのが1931年で，
近のものが2002年であることから，短期間での推移を分析
することになる.しかし，このような短期間であっても，
人々の色名認識が変化したことにより，資料の改訂版が出さ
れる場合がある.そこで，本研究では，初版の刊行から改訂
版の作成時までの人々の色名認識の推移について，改訂の理
由や改訂にみる変更内容をもとに検討をおこなった.①に該
当する資料から調査対象として選定したものを，初版と改訂
版の組合せで，刊行時期の早い}lftに示すと次の通りである.
-資料番号 1: r色名総鑑J(1931)と資料番号 3: r色名
大辞典j(1954) 
-資料番号 8: r色名事典j(1977)と資料番号10: r色名
小事典J(1985) 
-資料番号11: r色の手帖J(1986)と資料番号20: r新版
色の手帖J(2002) 
f色名総鑑J(1931)は，日本で初めて出版された色名に関
する辞典で，一般に用いられる色名と色との対応が混乱して
いる状況にあるのを受け，古代から当時まで通用していた色
名を収録したとされる.
『色名総鑑J(1931)の出版後， r色名大辞典J(1954)が出
版されるまで，常用住名に関する資料はみられなかった. 
f色名大辞典J(1954)は近世以前に成立し駒長く用いられて
きた色名(以下，伝統的色名と称す)および，当時の常用色
名を収録したとされる.伝統的色名に関しては，調査文献を
増やして『色名総鑑J(1931)の補足がされ，常用色名につ
いては，日本色彩研究所4)の調査にもとづき取捨選択したと
される. 
1970年代から色名に関する辞典類がさまざまな目的で出
版されるようになった.これらのなかで， r色名事典j(1977) 
を選定したのは，上述した日本色彩研究所により編集された
ことによる.色彩学や産業の分野では，各種表色系に基づく
精密で客観的な色の表示法が採用され，色の情報伝達には専
門的知識が必要とされる傾向にあったことから，この資料は，
一般の色名による色の情報伝達を回復させることを主な目的
とし，イメージしやすく親しみゃすい色名を採録したとされ
る. 
f色名小事典J(1985)は，先の f色名事典j(1977)が豪
華装丁で，一般の人々が手軽に利用しにくかったことから，
これの普及版として，…般に関心の高い色名を採録し，作成
したとある.この資料は，人によってあるいは場合によって
色名の使い方が多岐にわたり，あいまいな点も多かったこと
から，色の情報伝達をより明確にし，あいまいさをなくすこ
とを目的としたとされる. 
1980年代は，合成染料が利用されるようになっておよそ 
1世紀，カラ}テレビが普及して20年余り経っており，人
工的な色が氾濫した状況にあった.こうしたなか，伝統的色
名は忘れられつつあり，一方で新たな常用色名が定着しつつ
あったことから.r色の手帖J(1986)は，これらの色名を確
認する目的で作成したとある.この資料は伝統的色名と当時
一般に使われた色名とを採録したとされる.
現在，これまでのカラー印刷のような物体色に加え，パソ
コンやテレビなどにみられる光源色の果たす役割は大きく
なっている.これにともない，日常扱う色の幅は広がり，よ
り多くの色名が必要となっている.一方で，近年，日常生活
におけるさまざまな新商品には，外国住名がカタカ
れた色名が多くつけられている.r新版色の手帖J(2002)は，
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先の『色の手帖j(1986)を版本にし，こうした状況に応じ
ることを目的として，カタカナ表記の色名を重点的に加えた
とされる.
以上の 6資料に掲載された色名から，植物由来色名を抽
出し語源による分類をおこなった.抽出および分類は次の原
則にもとづいておこなった. 
① 由来の不明な色名は棄却する. 
② 	由来について諸説ある色名については，調査対象とし
た資料，伝統的色名を収録した資料および染織に関す
る資料で色名の成立時期を検討し，妥当と推定される
説を採択する.
①染料植物由来色名は，植物による染め住に由来するこ
とが説明されているものとする.
④植物様態由来色名は，植物の様態を示す趣旨の説明が
なされているものとする.
①染法用語由来色名は，染法を意味する色名であること
が説明されているものとする. 
⑥ 欧米起源の植物由来色名は，外国の植物の様態を示す
趣旨，あるいは外国の植物名の訳語である趣旨の説明
がなされているものとする. 
2. 2 植物由来色名の消長にみる色名認識の推移 
1)色名に占める楠物自来色名の割合とその語源による分類，
および、これらの推移 
3表に分析対象とした資料に掲載された住名に占める
植物由来色名の割合を示した.前節で述べたように f色名総
鑑j(1931)，r ，r ，r色名大辞典j(1954) 色の手帖j(1986) 新
版色の手帖j(2002)の四資料には伝統的色名も収録されて
いる.これらの伝統的色名は①常用されているため採録され
たもの，②古語であるが仰らかの明白によって採録されたも
の，のニ種類に区分される.本研究では，植物由来色名の消
長を分析するにあたって常用住名を対象とする.しかし，分
析対象の資料には，伝統的色名について①と②の区別が明示
されていないため，①の常用されている植物由来色名のみを
抽出することは困難である.そこで，伝統的色名と常用色名
とを採録し，資料の刊行目的からその比率が大略同じと考え
第2表調資対象の候補とした資料とその内容
資料番号 資 キヰ 名 発行年 編著者/監修者 内 t目ヤf 
1 色名総鑑 1931 日本で最初の色名辞典.伝統的色名に主眼. 
2 日本色名大鑑 1943 上村六郎・山崎勝弘 染料，顔料由来の色名を中心に収録. 
3 偽名大辞典 1954 和田三造 資料番号 1 r色名総鑑Jに当時の常用色名を追加. 
4 実用色見本帖 1959 日本色彩社 色名を併記 
5 新色名帖 1959 日本色彩研究所 色名を併記した色票集. 
6 日本色彩事典 1973 武井邦彦 常用色名，および伝統的色名を収録. 
7 色名チャ」トシステム 1974 日本色彩研究所 色の体系化に主眼. 
8 色名事典 1977 日本色彩研究所 当時の常用色名を中心に収録. 
9 日本の色 1983 吉岡常雄 代表的な染料植物自来の色名を収録. 
10 色名小事典 1985 日本色彩研究所 資料番号 8 r色名事典Jから，より一般的な色名を抄録. 
11 色の手帖 1986 向学図書 常用色名，および伝統的偽名を収録. 
12 
世界慣用色名色域辞典: 
1986 城一夫 英語・仏語・日本語の色名を収録. 
color atlas 5510 
13 新色名事典 1987 日本色彩研究所 常用色名，および伝統的色名，海外の色名を広く収録. 
14 国際版色の手帖 1988 向学図書
英語色名を採録し，日本語・仏語・伊諾・商諦・独語・
中国語の色名を併記. 
15 色彩演出事典 1990 北畠耀 インテリアおよび建築関連の色名に主眼. 
16 色々な色 1997 近江源太郎 日本および海外の -物象出来の色名を採録. 
17 日本の色名 1999 京都市染織試験場 常用色名以外も広く収録. 
18 日本の色辞典 2000 吉岡幸雄 染料，顔料由来の色名を中心に収録. 
19 色の名前事典 2001 福田邦夫 日本や欧米諸国の伝統的色名を収録. 
20 新版色の手帖 2002 永田泰弘 資料番号11 r色の手帖Jに新たな色名を追加.
32 食と緑の科学第61号
られる f色名大辞典j(1954)と『色の手帖j(1986)とで，
色名に占める植物由来色名の割合を比較し，群としての植物
由来色名の消長を検討した.その結果， r (1954)色名大辞典J
は26.5%，r色の手帖J(1986)は32.7%となり，ニ資料と 
も植物由来色名は 3割前後を占めていることから，色名に
占める植物由来色名の割合に大きな変化はなかったことが示
唆された.
日本における植物関係の色名について検討した研究 [21J
では，収集された1981種類の色名が，植物関係 (48.7%)， 
動物関係 (10.8%)，鉱物関係 (11.6%)，地名関係 (6.0%)， 
その他 (36.0%)に分類されることが報告されている.こ
の結果および本研究の結果のいずれにおいても植物関係の色
名の占める割合は多かったことから，住，イメ}ジ，色名の
関係における植物の重要性が示唆される.
次に，上述の色名全体に占める植物由来色名の割合を調べ
た時と同様に， r色名大辞典J(1954)とf色の手帖J(1986) 
とに収録された色名について，植物由来色名の語源による分
類の比較をした(第 3表).r色名大辞典J(1954)では，染
料植物曲来色名 (40.9%)，植物様態由来色名 (39.5%)， 
欧米起源の植物由来色名 (16.7%)，染法用語由来住名 
(2.8%)となり，一方， r色の手帖J(1986)では，植物様
態由来色名 (39.4%)，染料植物由来色名 (36.2%)，欧米
起源の植物由来色名 (20.5%) ，染法用語由来色名 (3.9%)
となった.これらのことから， r 色色名大辞典J(1954)から f
の手帖J(1986)の刊行時期にかけて，染料植物自来色名と
植物様態由来色名の占める割合にわずかな裁はみられたもの
の，染料植物由来色名と植物様態由来色名とがほぼ同じ割合
を占め，これに欧米起源の植物由来色名が続くという構成に
大きな差はみられなかったと考えられる.また，いずれの資
料においても，染法用語由来色名の占める割合は少なかった.
このことから植物を用いた染色が衰退し，染法による色がイ
メージされなくなっていることが示唆される.なお，本研究
では以下，染法用語由来色名を除き，染料植物由来色名，植
物様態由来色名，欧米旭源の植物由来色名の消長について検
討をおこなうものとする.
Hs名総鑑J (1931)とf色名大辞典J(1954)とにおいて
は，染料植物由来色名および植物様態由来色名の占める割合
が多く，欧米起源の植物由来住名の割合は少なかった.r色
名大辞典J(1954)が作成されるにあたって，染料植物由来
色名および植物様態由来色名が減少し，欧米起源の植物由来
色名が増加していることから，これら二資料が普及していた
時期は，染料植物由来色名および植物様態由来色名がおもに
用いられた一方で，欧米起源の植物由来色名は定着しはじめ
ていた頃と推察される.
『色名事典J(1977)および『色名小事典J(1985)は，前
節で記した刊行目的から，仰の 4資料とは異なり，
ついては採り上げず当時一般的に用いられていた色名のみが
収録されていると考えられる.したがって，他の 4資料に
比べて，染料植物由来色名の割合がとくに少なかったことか
ら，この時期，染料植物の利用は衰退していたと考えられる.
また，前出の『色名大辞典J(1954)と比較して， r色名事典J 
(1977)および『色名小事典J(1985)のいずれにおいても，
欧米起源の植物由来色名の割合が多いことから，この時期に
はこれらの多くが普及していたと考えられる. 
f色の手帖J(1986)および『新版色の手帖J(2002)にお
いては，各色名群の割合に変化がみられた.r色の手帖J 
(1986)では，染料植物由来色名 (36.2%)および植物様
態由来色名 (39.4%)の占める割合が多く，欧米起源の植
物由来色名の割合は少なかった (20.5%).しかし， r新版
色の手帖J(2002)においては，染料植物由来色名 (26.5%)
および植物様態由来色名 (30.1%)の占める割合が減少し
たのに対し，欧米起源の植物由来色名の割合は増加している 
(40.4%).これは，欧米起源の植物由来色名が大幅に増加
したことによる.これらのことから，近年においては，欧米
第 3表 資料に収録された色名に占める植物由来色名の割合とその語源による分類
色名の区分
『色名総鑑J
(1931) 
『色名大辞典J
(1954) 
『色名事典J
(1977) 
『色名小事典J 
(1985) 
riSの手帖J
(1986) 
『新版色の手帖J 
(2002) 
色名全体 514 812 552 381 388 510 
植物由来色名* 165 (32. 1) 215 (26.5) 188 (34.1) 148 (38.8) 127 (32.7) 166 (32.5) 
染料植物** 78 (47.3) 88 (40.9) 21 (1 2) 1. 18 (12.2) 46 (36.2) 44 (26.5) 
植物の様態** 71 (43.0) 85 (39.5) 49 (26.1) 44 (29.7) 50 (39.4) 50 (30.1) 
染法用語隼キ 5 ( 3.0) 6 ( 2.8) 7) 2. 5 ( 2 ( 1.4) 5 ( 3.9) 5 ( 3.0) 
欧米起源の 
植物由来色名** 1 ( 6.7) 36 (1 7) 6. 113 (60.1) 84 (56.8) 26 (20.5) 67 (40.4) 
*カッコ内の数字は，各資料に収録された色名の種類数に占める割合を示す. 
* カッコ内の数字は，各資料に収録された植物由来色名の種類数に占める割合を示す.
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起源の植物由来色名が発展していることが示唆される. 
2)染料植物由来色名の消長
前述のように，資料の刊行目的から収録されている伝統的
色名と常用色名との比率が大略同じと考えられる f色名大辞
典j(1954)と f色の手帖j(1986)とにおいて，植物由来
色名全体に占める染料植物由来色名の割合に大きな差はみら
れなかった.しかし，常用色名のみで構成されていると考え
られる『色名事典j(1977)および『色名小事典j(1985) 
において，染料植物由来色名の市める割合は少なかった.そ
して， r f色の手帖j (1986)から 新版色の手帖j(2002)が
作成されるにあたって，染料植物由来色名は減少している.
これらのことから， r色名事典j(1977)の作成時から近年に
かけて，これの占める割合は減少していることが示唆される.
4表に，分析対象とした 6資料金てに掲載された色名
を示した.継続して掲載された色名には，“藍¥“紅"など
植物名で構成される色名，“紺ぺ“線"など色を示す諦とし
て独立した色名，“濃藍¥“薄紅"など染料植物名に染めの
程度を示す語を付加した色名，“二藍"のような重ね染めを
示す語，“香"，“花"など染料植物の腕曲表現がみられた.
このうち，染料植物のアイは，“紺"ヘ，:，“繰繰‘¥“濃藍"¥，
などに，また，クレナイは，“薄粧"，“二藍"の染色に用い
られることから，これら二種類の植物は，近年においても染
料として用いられ，その染め色が通用していることが推察さ
れる. 
5表に， r r色名大辞典j(1954)に掲載され， 色の手帖J 
(1986)で掲載されなかった色名を治した.染料植物名に
染めの程度を示す諾を付加した色名，“γ子染¥“梅谷渋"
など染料植物を示す語，“花浅葱¥“ホ文子"など染料植物
名に色を示す諾を付加した色名，“紅掛花"のように重ね染
めを示す語， のように染料植物の伝来を示す色名，
“江戸紫"のように染色がおこなわれた場所を示す色名，“紛
紅¥“移色"など染め色の腕曲表現がみられた.さらに， r色
の手帖j(1986)に掲載され， r新版色の手帖j(2002)に掲
載されなかった色名を調べたところ，染料植物名に染めの程
度を示す舗を付加した“浅蘇芳"，重ね染めを示した“紅欝
のご種類がみられた.これらの色名の訴す色は，同じ染
料植物によって染め分けられた位や重層的に染められたこと
による複雑な色を見たことがない場合イメージされにくい.
染料植物名に 1支"や“深"が付いた色名は，元来， r延喜
式jによって規定された染料植物の分量で染めた色を指す.
前節で記したように，この規定が緩和されてからは，これら
の色名の示す色は峻昧にされて伝えられている.また，“紅
は，江戸時代に愛好された色とされ，本来，欝金の下
染めに紅花を上掛けした色を示したが，この上掛けには商，
蘇芳も用いられたとされる [23J.これらの色名が掲載され
なくなったことは，色名の示す染め色が分量や材料の点で駿
昧になったこと，さらには染め住を見る機会が減少しこれら
の示す色がイメージされにくかった状況を反映していると推
察される.ほかには，染料植物の腕曲表現の色名が掲載され
なくなっている.たとえば，“紛紅"は，紅花で染めた色を
“真紅"というのに対して，紅染の色に似せてアカネで染め
た色につけられた色名である.これは，前節で述べたように，
紅染が禁色とされ，規定が緩和されてからも粧は高価であり，
これを身に清けることが富裕の象徴であった背景を知らなけ
れば，色名の意味は通用せず¥したがって色名から色をイ
メージすることはできないと考えられる.また，“移色"は，
ツユクサの花を用いた摺染の色を示す色名である.この染料
は水に溶解する弱い色素であり，この性質を利用して友禅の
下絵描き，陶磁器の絵付けなどに使われるが，同じ色を皇す 
合成染料の出現によって，需要は減少し [47J，したがって，
近年この染め色を見る機会は少ないと考えられる.この色名
が通用しなくなったことは，ツユクサを用いて色を移すとい
う行為自体がおこなわれなくなっていることを示唆する.
以上をまとめると，現代，とくに『色名事典j(1977)の
作成時から近年にかけて，アイ，クレナイに由来する染め色
はある程度通用しているが，ほかの染料植物については，そ
の分量を示す1s名や複数の染料楠物からなる色名，染料植物
の腕曲表現の色名が通用しなくなってきていることから，染
料としての利用は衰退し，色，染料植物，色名の関係は弱体
イじしていることが示唆された. 
3)植物様態由来色名の消長
第 3表の結果からもわかるように，植物様態由来色名は，
ほかの染料植物由来色名および欧米越源の植物由来色名に比
べて，植物由来色名全体に出める割合に大きな差はみられな
い.これには， a)同じ植物様態由来住名が継続して用いら
れていることによる， b)植物様態由来色名は交替している
第 4 分析対象とした 6資料全てに掲載
された染料植物由来色名
色名の由来となった植物 色名の意味
藍 アイ 染料植物
紅 クレナイ 染料植物
茜 アカネ 染料植物
欝金ウコン 染料植物
蘇芳スオウ 染料植物
アイ 染めの程度
薄紅クレナイ 染めの程度
減紫ムラサキ 染めの程度
アイ，クレナイ 議ね染め
チョウジ 腕 曲
花 ツユクサ 腕 曲
紺 アイ
繰 アイ
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第5表 f色名大辞典.] (1956)で掲載され『色の手帖.] (1986)で掲載されなかった染料植物
由来色名
色名の由来と
色名 色名の意味 色名 色名の曲来となった植物 色名の意味
なった植物
浅 アイ 染めの程度 丁子染チョウジ 染料植物 
i莱 アイ 染めの程度 梅谷渋ウメ 染料植物
中 アイ 染めの程度 桑 クワ 染料植物
深繰アイ 染めの程度 黄櫨染ハジ 染料植物
中繰アイ 染めの程度 沈 キャラ 染料植物
次練アイ 染めの程度 茶 染チャ 染料植物
中粧花 クレナイ 染めの税度 橡 ツルパミ 染料植物
中紅クレナイ 染めの税皮 楊 梅ヤマモモ 染料植物 
j架退紘 クレナイ 染めの程度 聴 色 クレナイ，もしくはムラサキ 腕 曲
浅滅紫ムラサキ 染めの税度 紛 紅アカネ 腕 曲
深滅紫ムラサキ 染めの程度 移 色ツユクサ 腕 曲
中滅紫ムラサキ 染めの程度 至極色ムラサキ 腕 曲
深蘇芳スオウ 染めの程度 縁の色ムラサキ 腕 曲
中蘇芳スオウ 染めの程度 花浅葱ツユクサ 色名を付加
淡黄藤キハダ 染めの程度 赤支子クチナシ，クレナイ 色名を付加
浅紫ムラサキ 染めの程度 賞支子クチナシ 色名を付加
深紫ムラサキ 染めの程度 紫 鈍ムラサキ 色名を付加
濃紫ムラサキ 染めの程度 横榔子黒 ピン口ウジ、ユ 色名を付加
中紫ムラサキ 染めの程度 産アイ 染料植物起源
紅懸花 クレナイ，アイ ね染め 紫ムラサキ 染色場所
紅 クレナイ ね め
が，収録された植物由来色名に占める割合がほぼ間程度であ
ることによる，の二通りが考えられる.そこで，これらのい
ずれが植物様態由来色名の消長に大きく関わっているのかを
検討するために，①分析対象とした 6資料全てに掲載され
た色名，⑦ f色名大辞典.] (1954)に掲載され， r色の手帖J 
(1986)で掲載されなかった色名について調べた.②につ
いて， r とを選色名大辞典.] (1954)と『色の手帖.] (1986)
択したのは，上述したようにこれらのニ資料が伝統的色名と
常用色名とを大略同じ比率で収録していると推察され，両者
の比較が可能であると判断したことによる. 6資料全てに
継続掲載された色名は32種類であり，一方 f色名大辞典J 
(1954)に掲載されたが f色の手帖.] (1986)で掲載されな
か合た色名は30種類とほぼ同数であづた.したがって，植
物株態自来色名では，継承と交替とがほぼ同程度で起きてい
ると考えられる.
第6表に，これらの住名の対象となった植物の利用およ
び色に関係のある季節を示した.これらには，植物名のみで
構成されるものが多くみられ，これらの植物は主に，観賞植
物(“紅梅¥“桜"など)や食物(“小豆ヘ“柿"など)とし
て現在も利用が認められるもので、あった.また，季語の対象
とされるものが多く，季節で、は春と秋が多かった.前節で述
べたように，季節の変化にともなう自然の移ろいを鋭敏に拠
え，これを衣の配色に投影したと考えられる重ねの色目には，
着用時期が限定されるものがあった.これについて，多くの
絵巻，服飾史などの資料をもとに，重ねの色目を収
録し解説をおこなっている fかさねの色目.][24Jには，春48
種類，夏25種類，秋44種類，冬 8種類の色目が掲載されて
いる.このことから，四季のなかでもとくに春と秋に，植物
様態の色を通じて自然の変化が捉えられる機会が多かったと
考えられる.そして，植物様態曲来色名においても春と秋に
関係するものが多かったことから，これらには重ねの色目と
同様に季節感を内包するものが多いことが示唆された.
第7表に， r 色の手帖j色名大辞典.] (1954)に掲載され， r
(1986)で掲載されなかった色名を示した.これらは，前
出の継続掲載された色名に色を示す語を付加したもの(“黒
木賊¥“青朽葉"など)，ある時期の植物様態を描写したも
の(“務架"，“早殿"など)，植物の器官に着目したもの(“黄
皮の色"，“幹"など)，植物群の総称(“茅")，および植物群
の器官の俗称(“団栗"川)，植物名の別名(“尾花(ススキ)" 
“朱華(ニワウメ)"など ω)，漢名(“海栄¥“長春づに分類
された.後述するように，欧米起源の植物由来色名には，植
物名に色を示す語を付加したものが多く，これらの色を示す
諮は色名となった植物様態の色を端的に示しており，した
がって，これらの色名から色がイメージされやすい.これに
対し，上述の植物様態由来色名にある色を示す語は，植物様
態の色を必ずしも端的に示してはいない.たとえば，“青朽
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葉"とは背系統の色を示すのではなく，青葉が秋のはじめに 第? 『色名大辞典J(1954) に掲載され， r色の手帖J 
黄ばんでくるような [4打線系統の色を示す.“朽葉¥ (1986)で掲載されなかった色名とその語の意味
桁葉¥“紅朽葉"，“黄朽葉"は，それぞ、れ秋の紅葉において
住 名 の意味 色 名 語の意味
刻々と変化する葉色を捉えた住名であり，これらは微妙な色
している.r朽葉四十八色Jという言葉があるこ
とからも，かつては上述した以外にも紅葉を示す色名が多く
あり，それだけ植物の色が鋭敏に識別されていたことが示唆
される.しかし，近年において，このような色名が衰退して
いることから，細かな色の差異がイメージされるほどの識別
はなされていない，すなわち，身近な植物への関心が低下し
ていることが示唆される.
これら以外の『色名大辞典J(1954)に掲載され『色の手
帖J(1986)で掲載されなかった色名には，植物群の器官の
俗称，別名， i英名があった.このような俗称や別名は，その
対象となる植物が人々に親しまれ，生活の中で頻繁に利用さ
れることから成立すると考えられる.そして，これらの色名
の対象となった植物の正称は，ニワウメ(朱筆)，ツワブキ
(款冬)を除いて分析対象とした 6資料以外の資料におい
ても掲載されていないことから，名として成立しなかった
青黄紅青青草黒柳阜落黄樹葉葉葉萄 緑賊緑蕨架色皮朽朽朽葡木伽
色名を付加
色名を付加
を付加
色名を付加
を付加
を付加
色名を付加
色名を付加
植物様態
植物様態
器官名
器官名
器官名
椋 器官名
柚 葉 器官名
総総総総総総別別別別漠漠植植植
物物物
葉菅一葉緑
花花華冬栄
笹
落茅新団卯尾朱款海長柘紫梨称称称称称称名名名名名名名名名
楠苑子
4)欧米起源の植物由来臨名の消長
先述したように， r色名大辞典J (1954)の作成時常用され
ことが推察される.植物の正称ではなく俗称や別名が色名と
された背景には，日頃慣れ親しんだ呼び名の方が対象となっ
た植物の色がイメ}ジされやすか。たことにあると考えられ
る.分析対象とした近年の資料において，これらの色名が掲
載されなくなったことは，対象となる植物の俗称や別名が通
用するような状況にない，すなわち，身近な植物が減少して
いることを示唆する.
第6表 分析対象とした 6資料全てに掲載された植物様
態由来色名，対象となった植物の主な利用，関
係する季節
色 名 主な利用 季節 色 名 主な利用 季節
夏
秋
秋
食用
食用
食用
食用
食用
染料用
柿
果
檎萄
蜜柑
小豆
文子
若草
若竹
草
青竹
浅葱
樺
朽葉
観賞用
観賞用
観賞用
観賞用
観賞用
観賞用
観賞用
観賞用
観賞用
観賞用
観賞用
観賞用
観賞用
紅梅
桜
藍
榔燭
菜の花
藤
山吹
菖蒲(アヤメ
賀
苔
替機
牡丹
桔梗
夏夏夏夏秋秋
木賊 観賞用
海松 食用 常磐，常盤
柑子 用 秋 崩木，前賞，前悲
た欧米起源の植物由来色名は少なかったが， r色名事典j 
(1977)以降増加していた(第3表).また， r色の手帖J 
(1986)から f新版色の手帖J(2002)が作成されるにあたっ
て，多くの欧米起源の植物由来色名が増補されており，これ
らはほ年増加傾向にあると考えられる.そこで， r色名事典J 
(1977)作成時新たに常用されるようになった俗名で， r新
版色の手帖J(2002)が作成された近年までに定着したもの
がどの程度あるのかを調べた(第 8表).その結果，四資料
で継続して掲載された色名は，“オ…キッド¥“オリ}ブペ
“ストロベリ…¥“浦公英ぺ“向日葵"，“勿忘草"のわずか 
6種類で、あった.r色名事典J (1977) から f新版色の手帖j 
(2002)が刊行されるまでの期間がおよそ20年間であるこ
とを考癒すると，欧米起源の植物由来色名は交替が盛んであ
ると推察される.欧米起源の植物由来色名の多くは，観賞植
物(“ヘリオトロープ\“ベルブラワ~など)，食物(“アッ
プルグリーン¥“パンプキン"など)として，現在も広く利
用が認められるもので，色名から色がイメ}ジされやすいも
のである.この性質は，表退した色名にもあてはまることか
ら，欧米起源の植物由来色名が定着するかどうかは，住名の
対象となった植物との関わり以外に要因のあることが推察さ
れる.
欧米起源の植物由来色名には，たとえば“マリーゴ]ルド"
と“マリーゴールドイエロー"のように，色名の対象が同じ
植物であるが，植物名のみで構成される語とこれに色をポす
梧を付加して構成される諦とがみられる.そして，これらの
消長には次のニ通りがみられた.“ブオーゲットミ}ナット
ブル"は， r色名事典J(1977)，r色名小事典J(1985)の
• • • 
• 
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みで掲載され，これに代わって，“フォ…ゲットミ…ナット"
が f新版色の手帖j(2002)に収録されている.すなわち，
植物名と色を示す語で構成される色名が，植物名のみで構成
される色名に代わったとみなせる.ワスレナグサには，
桃，自の花色の闘芸品種があるが，なかでも青色がとくに好
まれてきた [14J.“フォ…ゲ、ツトミ…ナットブル…"は，ワ
スレナグサの普及によって植物の英名が定若し，住を示す請
を付加しなくとも植物名から色がイメ}ジされるようになっ
たことから，植物名のみで構成される色名が用いられるよう
になったと推察される.一方，たとえば“ゼラニウム"と“ゼ
ラニウムレッド"のように，植物名に色を示す語が付加され
て用いられるようになった場合もある.ゼラニウムは，
時代末期に渡米した後広く栽培されたが，第二次世界大戦に
よって下火となり， 1980年頃から再び数多く出回るように
なったとされる [14J.色名“ゼラニウム"は『色名小事典J 
(1977)，r色名小事典j(1985)で掲載されており，これは
ゼラニウムが再び普及する時期に重なる.一方，“ゼラニウ
ムレッド"は『新版色の手帖j(2002)で掲載されており，
ゼラニウムの普及後に用いられている.すなわち，-l!ラニウ
ムが広く栽培されるようになり，赤位以外の花色の闘芸品種
が普及したことによって，色を限定するために植物名に色を
示す語を付加した色名が用いられるようになったと推察され
る.
上述したように，欧米起源の植物由来色名では盛んに交替
する性質があることが推察されたが，これにはこのような植
物名のみで構成される諦とこれに色を示す諦を付加して構成
される語とが交替していることも関連すると考えられる.色
名の対象となった植物についてみれば，いずれも広く利用が
認められるものであるが，植物名から色がイメ}ジされるま
で定着しているものは少ないことが示唆される.
総合考察
本研究では，語源における植物とのかかわりという観点で，
植物由来色名を分類した.その結果，これらは主に，染料植
物由来色名，植物様態由来色名，欧米起源の植物由来色名で
構成されることがわかった.このうち，植物由来色名のさき
がけとなったのは染料植物由来住名であり，これは日本の植 
8表
f色名事 f色名小 『色の手 
典j 事典] 帖j
(1977) (1985) (1986) 
『色名事典j(1977)で新たに掲載された欧米起源の植物由来色名の消長 
f新版色
の手帖j 色	 名
(2002) 
. . . . オ…キッド
ブグ…#早一}リ古川一パオ勿一エ
ン
ストロベリ 蒲公英
エルムグ 1)_ン シナモン
向 
• 
アップルグリ}ン
セ…ジグリ…ン チェスナットブラウン チェリ…ピンク ノTンプキン
フクシアパ…プル ヘリオトロ…プ ベルフラワ ボピ…レッド
マリーゴールド メイズ リー フグリ}ン ロー ズレッド
アイピ}グリ}ン ょにボニ} キャロットオレンジ クロッカス
サブランイエロー トマトレッド ピ…グリー ン
• • • 	 ウイ口一グリ…ン エッグプラントオータムリーブ オレンジピール
アイリス アザ、レ
エルブ オー キッドピンク
カー ネ}ションピンク カメリア グレイプ ゴ…ルデンコ…ン
ココナットブラウン サンブラワ… シ…モス ジェンテイアンブルー
シトロンイエロ… スプリンググリ…ン ゼ、ラニウム タノくコブラウン
ダブオディルイエロー タンジェリンオレンジ ダンデイライアン チェリ…レッド
ノtンジー パ…プjレ ヒ ピオニ…パープル フォ…リッジ
フォゲットミ…ナットブル山 プリムロ…ズイエロ… フレッシュグリ ンホリ…グリーン
ホワイトリリ… マリ}ゴ}ルドイエロ‘ー マルペリー マロー
マロン メドーグリーン メロンイエロー ラズベリ}レッド
レタスグリ、一-ン
• 	 カクタスグリ}ン カンパヌラパ…ブル コ}ンブラワ}ブル」 サイプレスグリーンサ口… ジャングルグリ…ン シルパ…パイン スブラウト
スブル}スグリ…ン タイガ…リリ… ナスタチウムオレンジ パー チ
ハイドレンジアブルーパタ…カップイエロ…パブリカ ピ…チ
フクシャピンク ベッパ…レッド マホガニ…ブラウンリ}ドグリ…ン 
37 増田・岩崎・藤井:戦前から近年までの文献にみる植物由来色名とその認識の雄移に関する考察 
物由来色名の根幹として考えられる.
染料植物による染め色は，飛鳥時代にはじまる位色制度に
用いられた.これは，視覚的効果をねらった衣服の色による
統制で、あった.やがて，この効果は地位の高さや権力の強さ
の表示に利用されるようになった.そして，地位の高さや権
力の強さの表示には，ムラサキやクレナイといて〉た高価な植
物が染料植物として用いられた“聴色"という色名からは，
これらの植物による染め色を身につけることへのあこがれや
羨望がうかがえ，また，このような色名が成立するほどまで、，
当時の人々がこれらの染め色に強く心をひかれていたと考え
られる.江戸時代に入って，紫や紅染の衣服着用を禁止した
容修禁止令が幕府によってたびたび出されたことは，長い年
月にわたって人々がこれらの染め色に美を感じ，切望し統け
ていたことを裏付けていると考えられる.
このような衣服の色による地位の高さや権力の強さの表示
は，日本に限ってみられる現象ではないと考えられる.たと
えば， 17世紀初頭のイングランドでは，金と銀の色彩を身
につけることが，地位の高さや権力の象徴とされた [6]. 
具体的には，①イングランドの国威誇示のためのマスク衣装，
②教区で、の地位象徴のための教会への寄進物，③経済状態を
家族，家来に知らせるための装飾小物，に金銀が利用されて
いた [7].①について，マスクとは宮廷演劇のことである
が，宗教改革後，国際社会?の文化的な外交手段として，各
国大使たちへイングランド王国の偉大きを訴える場とされ，
これに用いられる衣装は，国家の威信と美徳を示唆する目安
であり，莫大な費用と労力がつぎ込まれたとされる[7J. 
②について，宗教改革により，間ヨーロッパの社会構造は変
化し，異なる社会階層の人々が集まる教会において，着用す
る衣服や教会に寄贈する染織品は，地位を表象する手段とさ
れ，そのための金，銀は，王族だけでなく，中上流階級にも
用いられるようになった [7J.そして，宗教改革以降，ほ
とんどの刺繍品は世俗用となり，王侯貴族の住宅や服装を飾
るようになったとされる [34J.つまり，多くの宗教用刺繍
染織品は俗用品へと変化し，この変化は，①の特権階級が経
済状態を誇示するための，金糸，銀糸による刺繍を施した装
飾小物へとつながったと考えられる.エリザベス一世朝，
銀を使用した衣服の着用を制限した審修禁止令が多数発令さ
れていることから [22J，このような禁止令が頻繁に出され
るほど，当時，金，銀の染織品が多く消費されていたことが
示唆される.これに対して，上述したように，日本における
宥修禁止令は，紫，紅染などの華美な衣服着用を禁止してお
り，この事実からも，日本人の紫，紅へのこだ、わりが示唆さ
れる.
審イ多禁止令に対する反発について，日本では，富裕な町人
の聞で着物の裏地のような見えないところを華麗な色にした
り，意匠を凝らしたりといった行為にみられた.一方，イン
グランドでは，宗教改革を進めたルタ…やカルヴァンが黒や
グレイを道徳的な色と判断し，市民服として若用するよう提
唱したことから [27J，カルヴァン主義の立場から信仰と
活の清純を保とうとした清教徒は，黒色の衣服を多用したと
される [8J.これらのことから，特権階級に独占された色
に対する反発からある色が敷桁するにあたって，日本におい
ては色を身につけることへの執着心が，一方，イングランド
においては宗教心がその原動力となっていることが推察され
る.
英語の色名を集大成した辞典  rA DICTIONARY of 
COLOR~ (1930)に紹介されている色名のおよそ75%は， 19 
世紀以降に出現したものとされる [4J.これは，上述のよ
うに，イングランドの人々が金色，銀色といった金属色，お
よび黒，グレイといった無彩色の衣服によって，社会的秩序
を維持しようとしたことと無関係ではないと推察される.こ
の例からもわかるように，視覚的効果をねらい，地位や権力
を表示する手段として，衣服の色が用いられた現象は，日本
固有のものではない.地位や権力を表示する手段とされた色
が，植物に由来するところに日本の特徴がみられる.このよ
うな色を通じた植物との関係は，染料植物の価値が重んじら
れ，そして，染織技術が商く剤師されていたことから生じる
ものであると考えられる.染料植物の栽培，植物染料の生態，
染色，織り，流通，といった染織品を身につけるまでの一連
の流れには，大変な時間と労力がかけられており，このこと
が正当に評価されていたからこそ，植物染料による染め色に
は高い価値が置かれ，身分を象徴するものとして用いられて
いた.しかし，今聞の分析対象とした資料において，染法用
語由来色名がほとんどみられなかったことや，アイ，クレナ
イ以外の植物に由来する染めの程度を示す色名や重ね染めを
意味する色名，染料植物の腕曲表現の色名が掲載されなく
なっていることから，染料植物由来色名は概して衰退してい
ることが示唆された.これは，植物を染料として利用する機
会や，これらの染め色を自にする機会が減少していることを
反映していると考えられる.
植物様態由来住名は，染法技術の発速に伴い成立したと考
えられる.新たな染料植物や媒染剤などの発見，色の濃淡や
掛け合わせて染めるといった染法の開発によって，より多彩
な色が染められるようになったことは，美しい色を身につけ
ることへの欲望を増進させる契機になったと考えられる.そ
して，この欲望は，色に染料植物由来色名にみたような地位
や権力を表示する手段以外の意味をもたせることへと展開す
る要因になったと考えられる.つまり，多彩な染め色の出現
によって，色は地位や権力表示の性格を内包しつつ，それま
で以上に美という要素に価値が置かれるようになり，
の表示として色は利用されるようになったと考えられる.前
述した重ねの色目が敷桁したのは，こうした流れを受けたも
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のと推察される.
前節で述べたように重ねの色目では，季節との向調が基底
にあった.そして，日本の植物様態由来色名には重ねの色目
の多くが継承されており，季節感を内包するものが多いこと
が示唆された.現在も間欧で用いられている色を広く採録し
たとある『ヨ…口ッパの伝統色j[4 Jで，季節を象徴する
をみたところ，“スプリンググリ…ン¥“オ…タムリ…
ブ"と，その穂類は大変少なかった.また，これらの色名を
みるとわかるように，これらの語にはスブリング，オ}タム
と季節名が入っている.このように季節名を用いた直接的な
表現は，日本の植物様態曲来色名にはみあたらない.しかし，
今回分析対象とした近年の資料において，“紅朽葉"や“黄
朽葉"といった微妙な色の差異を示し，より細かい季節を象
徴する色名は掲載されなくなっていた.このことから，かつ
ては季節と共に植物の住が細かく識別され，これらを示した
色名から色がイメ}ジされていたが，近年においては包がイ
メージされるほどの識別はなされておらず，身近な植物への
関心が低下していることが示唆された.また，これら以外で
は植物の俗称や別名の色名が掲載されなくなっており，こう
した身近な植物の減少が示唆された.
これまでみてきた染料楠物由来色名および植物様態由来住
名は，いず、れも植物染料が主流で、あった時代に成立した住名
である.これらに対して，欧米起源の植物由来色名は，合成
染料が移入され，新しい色が急増したことが契機となって成
立した色名と考えられる.
海外においても，合成染料の導入で新たな色が急増したこ
とによって，従来の色名では対応しきれなかった現象がみら
れた.合成染料が発見された 19世紀，英語閣において，フ
ランス諦から借用された色名が急増した[45J. rThe Oxford 
English dictionary 2nd edJ (1989)に収録された色彩語につい
て調査した研究によれば， 19世紀以降，フランス語から借
用された植物由来色名には，“lavender"，“petunia"などの植
物名のみで構成される語，“lavenderblue" ，“ raspbe町 1red" 
などの植物名に色を示す諦を付加したもの，“lavender col-
ored"，“lemon colored"など植物名にト住Jを示す icoloredJ
を付加したもの，"叩印mn blown“のような植物全体の様態
を示すものなどがあり [45J，これらを番考にして，日本の
欧米起源の植物由来色名は成立したと考えられる.つまり，
植物との関わりを通じた色名の成立ではないと考えられる.
今回の調査結果で，欧米起源の植物由来色名が盛んに用い
られ始めた時期は，ちょうど高度成長期と重なる.
期においては，同じような外見で、問機能を持った商品が大量
れ普及した.前述したように，近年，日常生活にお
けるさまざやまな新商品には，外国色名がカタカナ表記された
色名が多くつけられている [25J.他社製品との差別化といっ
た視覚的効果をねらって着色され，商品のイメージを消費者
に訴えるために色名が用いられているが，これに欧米起源の
植物由来色名も合まれていると考えられる.この場合，上述
のような染料植物由来色名にみられた地位の高さや権力の強
さの表示や，植物様態由来色名にみられた美意識の表示と
いった植物への希求はみられない.つまり，欧米起源の植物
由来色名は色をイメージさせるための手段にすぎない.欧米
起源の植物由来住名には盛んに交替する性質があり，植物名
から色がイメージされるまで定着しているものが少ないこと
は，色名の対象となった植物の存在が軽視されていることを
反映していると考えられる.
おわりに
以上みてきた楠物由来色名の消長には，現代日本での植物
との関わりにおける問題点が反映されていると考えられる.
すなわち，生活における植物資源の衰退，身近な植物の減少，
植物の軽視である.本研究では，これらの問題把握にとど
まっている.これらの問題についてはさらに詳細な検討が必
要であり，そのためには植物由来の色名に対する認識につい
てさらに分析をする必要があると考えられる.
摘要
本研究では，日本でみられる多様な植物との関わりについ
て検討するために，植物由来の色名について，その意味や成
立背景に基づいて把握し，そして戦前から近年におけるこれ
らの色名の推移を調査し，植物との関わりが色名の推移にど
う反映されているのかを分析した.
日本の植物曲来色名は染料植物由来色名に始まり，植物様
態由来色名，染法用語由来色名，欧米起源の植物由来色名で
構成されることが確認された.染料植物由来色名については，
アイ，クレナイ以外の植物に由来する染めの程度を示す色名
や重ね染めを意味する色名，染料植物の腕曲表現の色名が衰
退していたことから，植物を染料として利用する機会やこれ
らの染め色を目にする機会が減少していることが示唆された.
植物様態由来住名については，微妙な位の差異を示しより
細かい季節を象徴する色名が衰退していたことや，植物の俗
称や別名の色名が衰退していたことから，身近な植物への関
心の低下や身近な植物の減少が示唆された.欧米起源の植物
由来色名においては，盛んに交替する性質があり，植物名か
ら色がイメ…ジされるまで定着しているものが少なかったこ
とから，'6名の対象となった植物の存在が軽視されているこ
とが示唆された.
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補注 
1 )位階に相当する服色. 
2)服色のうち天患の用いる白，黄櫨染，青色，皇太子の
黄丹，上皇の赤色，そして紫や紅の濃い色などは禁色
とよばれ，一般の使用は禁じられていた.
3 )“納戸"は衣服や調度品を納めておく予備室のこと“納
戸色"の由来には，次のような説がある.①納戸の暗
京国立博物館，東京， 209. 
[14J 講談社繍 (1986): 講談社， 
73，1104-1105. 
1.22	:色の手帖，小学館，東京，(1986)向学図書編[15J 
[16J 九鬼周遊 (1979): Iいき Jの構造，岩波書応，東京， 71-75. 
[17J Lin，H Luo，M.R， MacDonald， L.W. and A W.S. Tarrant 吋 
Using 1: NamingStudy. Part r-Colou叫Cross-Cultu(2001): A 
an Unconstrained Method，Color Resωrch and Application， 
0.0-64No. L 26.vol. 
[18J Lin，H.， Luo，M.R， MacDonald，L.W. and A.W.S. Tarrant 
がりの色.②納戸を管理する役人の衣装の色.①納戸 (2001): ACros刊 Using 2: Naming Study. Part r-ulturalColou
のま長れ幕などにもちいられた色.④藍染のJ布を納戸に
しまっておいたため. 
4)昭和 2年 (1927)創立の公益民間学術研究機関で，色
彩研究については日本で最も長い歴史をもっ組織.昭
和29年 (1954)に修正マンセル体系の色票化を手がけ，
その後のJIS標準色禁を制作するなど，とくに色の標準
化への賞献が大きい.
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